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1. 2022年9月期第2四半期の連結業績（2021年10月1日～2022年3月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年9月期第2四半期 17,980 2.2 651 △27.2 711 △14.7 518 16.6

2021年9月期第2四半期 17,601 20.5 895 ― 833 ― 445 ―

（注）包括利益 2022年9月期第2四半期　　355百万円 （56.4％） 2021年9月期第2四半期　　814百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2022年9月期第2四半期 114.06 ―

2021年9月期第2四半期 94.37 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年9月期第2四半期 34,886 17,204 49.1

2021年9月期 34,154 16,989 49.7

（参考）自己資本 2022年9月期第2四半期 17,139百万円 2021年9月期 16,989百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年9月期 ― ― ― 43.00 43.00

2022年9月期 ― ―

2022年9月期（予想） ― 43.00 43.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 9月期の連結業績予想（2021年10月 1日～2022年 9月30日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 37,700 0.5 1,500 8.1 1,450 11.3 1,000 16.8 219.71

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、上記の連結業績予想は当該
会計基準等を適用した後の数値となっております。増減率は適用前の前期の連結業績を基礎に算定しております。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は添付資料９ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有

　　　の会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は添付資料９ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年9月期2Q 5,029,332 株 2021年9月期 5,029,332 株

② 期末自己株式数 2022年9月期2Q 490,921 株 2021年9月期 477,869 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年9月期2Q 4,549,883 株 2021年9月期2Q 4,715,664 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。企業予測の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

(1）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間における国内経済は、新型コロナウイルス感染症（以下、「感染症」という。）の拡

大防止対策であるワクチン接種普及率の向上効果もあり、一時持ち直しの動きが見られたものの、新たな変異株の

感染拡大により経済活動は停滞した状況が続きました。また、海外経済におきましては、経済活動は正常化へ向か

い、持ち直しが見られました。一方、先行きにつきましては、ウクライナ情勢の緊迫化、原材料の高騰及び半導体

等の供給面の制約など様々な下振れリスクが残る状況が続いております。

　当社グループが主力とする農林業用機械業界におきましては、感染症の拡大は続くものの、営業活動の再開など

により、出荷・生産実績が、輸出向けを中心に前年同四半期に比べ大幅に増加しました。

　このような状況において当社グループは、国内におきましては、今後の感染症の拡大による大規模展示会の中止

も見込まれるため、機会損失の回避へ向けてホームページ上に新たにオンライン展示会を設け、製品の紹介やライ

ンナップの充実を図りながら、新規分野の開拓を目的として、当社の強みであるポンプ技術を活かしたウルトラフ

ァインバブル製品の拡販活動を展開しました。また、海外におきましては、オンライン商談にて継続的に農林業用

機械やウルトラファインバブル製品などの拡販活動を展開しました。

　これらの結果、国内におきましては、アグリ流通において大型機械やセット動噴の売上が減少した結果、国内売

上高は12,946百万円（前年同四半期比7.6％減）となりました。また、海外におきましては、欧州、北米及び中南

米向けの刈払機や北米及び欧州向けの工業用ポンプの増加などにより、海外売上高は5,034百万円（前年同四半期

比40.2％増）となり、当第２四半期連結累計期間の売上高合計は17,980百万円（前年同四半期比2.2％増）となり

ました。

　利益面では、原材料費の高騰による売上総利益率の悪化などにより、営業利益は651百万円（前年同四半期比

27.2％減）、経常利益は711百万円（前年同四半期比14.7％減）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は負

ののれん発生益の計上などにより518百万円（前年同四半期比16.6％増）となりました。

　セグメント別の経営成績は、次のとおりであります。

　なお、第１四半期連結累計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に関する会計処理方法を変更

したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。詳細は「２．四半期連結財務諸

表及び主な注記　（４）　四半期連結財務諸表に関する注記事項　（セグメント情報等）」に記載のとおりであり

ます。

①　農林業用機械

　国内におきましてはアグリ流通では大型機械やセット動噴が減少いたしました。また、海外におきましては、

刈払機が増加したことなどにより、国内外の農林業用機械の売上高合計は13,414百万円（前年同四半期比1.5％

減）、営業利益は680百万円（前年同四半期比29.7％減）となりました。

②　工業用機械

　国内におきましては、工業用ポンプが増加いたしました。また、海外におきましても、北米及び欧州向けの工

業用ポンプが増加した結果、国内外の工業用機械の売上高合計は3,239百万円（前年同四半期比25.6％増）、営

業利益は575百万円（前年同四半期比9.6％増）となりました。

③　その他の機械

　消防機械を主なものとする、その他の機械の売上高は1,232百万円（前年同四半期比6.0％減）、営業利益は63

百万円（前年同四半期比1.1％減）となりました。

④　不動産賃貸他

　不動産賃貸他の売上高は239百万円（前年同四半期比0.9％減）、営業利益は139百万円（前年同四半期比6.7％

増）となりました。

(2）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

　当第２四半期連結会計期間末における資産総額は34,886百万円となり、前連結会計年度末より731百万円増加い

たしました。これは、現金及び預金の減少（811百万円）、電子記録債権の減少（1,021百万円）はありましたが、

受取手形及び売掛金の増加（1,564百万円）、原材料及び貯蔵品の増加（1,018百万円）などによるものでありま

す。

　負債総額は17,682百万円となり、前連結会計年度末より517百万円増加いたしました。これは、流動負債その他

に含まれる未払費用の減少（384百万円）及び未払金の減少（303百万円）はありましたが、支払手形及び買掛金の

増加（1,265百万円）などによるものであります。

　純資産総額は17,204百万円となり、前連結会計年度末より214百万円増加いたしました。これは、親会社株主に

帰属する四半期純利益を計上したことなどによる利益剰余金の増加（322百万円）などによるものであります。
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②キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、有形固定資産の取得によ

る支出の減少はありましたが、売上債権の増加、棚卸資産の増加、法人税等の支払額の増加などにより、当第２四

半期連結会計期間末は、前連結会計年度末と比べ707百万円減少し、3,305百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果、使用した資金は125百万円（前年同四半期は595百万円の収

入）となりました。これは、前年同四半期に比べ棚卸資産の増加、売上債権の増加、法人税等の支払額の増加など

によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果、使用した資金は260百万円（前年同四半期比283百万円減）

となりました。これは、前年同四半期に比べ有形固定資産の取得による支出の減少などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果、使用した資金は433百万円（前年同四半期比65百万円減）

となりました。これは、前年同四半期に比べ自己株式の取得による支出の減少などによるものであります。

(3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、原材料費の高騰による業績への影響を含め、今後の事業環境を見極める必要があ

るため、前回予想（2021年11月12日）を修正いたしませんが、合理的な算出が可能になり、見直しが必要であると

判断した時点で速やかに開示いたします。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,466 3,655

受取手形及び売掛金 4,620 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 6,185

電子記録債権 2,785 1,764

商品及び製品 5,556 6,163

仕掛品 297 320

原材料及び貯蔵品 2,440 3,459

その他 1,701 1,201

貸倒引当金 △6 △11

流動資産合計 21,863 22,737

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,590 3,411

土地 2,608 2,635

その他（純額） 1,805 1,993

有形固定資産合計 8,004 8,040

無形固定資産 91 73

投資その他の資産

投資有価証券 3,453 3,159

その他 758 887

貸倒引当金 △16 △11

投資その他の資産合計 4,195 4,034

固定資産合計 12,291 12,148

資産合計 34,154 34,886

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,954 3,220

電子記録債務 6,643 6,770

短期借入金 3,283 3,197

未払法人税等 329 294

賞与引当金 534 503

製品保証引当金 124 122

株主優待引当金 15 －

資産除去債務 75 75

その他 1,797 999

流動負債合計 14,757 15,184

固定負債

長期借入金 100 115

退職給付に係る負債 1,830 1,876

資産除去債務 162 162

その他 314 343

固定負債合計 2,407 2,497

負債合計 17,165 17,682

純資産の部

株主資本

資本金 4,651 4,651

資本剰余金 4,514 4,514

利益剰余金 7,023 7,346

自己株式 △772 △791

株主資本合計 15,417 15,720

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,330 1,171

繰延ヘッジ損益 － △0

為替換算調整勘定 70 64

退職給付に係る調整累計額 171 183

その他の包括利益累計額合計 1,572 1,418

非支配株主持分 － 64

純資産合計 16,989 17,204

負債純資産合計 34,154 34,886
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2021年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日

　至　2022年３月31日)

売上高 17,601 17,980

売上原価 12,738 13,434

売上総利益 4,863 4,546

販売費及び一般管理費 3,967 3,894

営業利益 895 651

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 31 33

その他 46 76

営業外収益合計 78 110

営業外費用

支払利息 26 21

その他 114 29

営業外費用合計 140 50

経常利益 833 711

特別利益

固定資産売却益 25 2

負ののれん発生益 － 63

その他 0 4

特別利益合計 25 70

特別損失

固定資産処分損 2 58

投資有価証券評価損 36 －

その他 0 －

特別損失合計 38 58

税金等調整前四半期純利益 821 723

法人税等 376 215

四半期純利益 445 508

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） － △10

親会社株主に帰属する四半期純利益 445 518

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2021年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日

　至　2022年３月31日)

四半期純利益 445 508

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 357 △158

繰延ヘッジ損益 △0 △0

為替換算調整勘定 △4 △5

退職給付に係る調整額 17 11

その他の包括利益合計 369 △153

四半期包括利益 814 355

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 814 365

非支配株主に係る包括利益 － △10

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

- 7 -

(株)丸山製作所(6316)　2022年９月期　第２四半期決算短信



(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2021年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日

　至　2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 821 723

減価償却費 461 467

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5 △0

賞与引当金の増減額（△は減少） △7 △37

製品保証引当金の増減額（△は減少） 19 △1

株主優待引当金の増減額（△は減少） － △15

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 55 63

負ののれん発生益 － △63

受取利息及び受取配当金 △32 △34

支払利息 26 21

投資有価証券評価損益（△は益） 36 －

売上債権の増減額（△は増加） △212 △321

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,189 △1,537

仕入債務の増減額（△は減少） 1,094 1,052

その他 △273 △127

小計 803 188

利息及び配当金の受取額 32 34

利息の支払額 △26 △21

法人税等の支払額 △213 △327

営業活動によるキャッシュ・フロー 595 △125

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △51 －

定期預金の払戻による収入 51 102

有形固定資産の取得による支出 △557 △363

有形固定資産の売却による収入 40 5

無形固定資産の取得による支出 △18 △3

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

投資有価証券の売却による収入 0 26

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
－ △43

その他 △7 15

投資活動によるキャッシュ・フロー △543 △260

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △80 △60

長期借入金の返済による支出 △183 △145

リース債務の返済による支出 △6 △8

自己株式の取得による支出 △62 △21

配当金の支払額 △165 △195

非支配株主への配当金の支払額 － △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △498 △433

現金及び現金同等物に係る換算差額 9 30

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △436 △788

現金及び現金同等物の期首残高 4,124 4,012

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 80

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,687 3,305

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　また、見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を

使用しております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　この適用により、従来は販売費及び一般管理費に計上しておりました販売奨励金及び営業外費用に計上してお

りました売上割引については、関連する財又はサービスの移転に対する収益を認識する時点で、売上高から減額

しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は153百万円、販売費及び一般管理費は147百万円、営業利益は

５百万円、営業外費用は５百万円それぞれ減少し、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ０百万円

減少しております。また、利益剰余金の期首残高は０百万円減少しております。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示す

ることといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度

について新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企

業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間

に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19号及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、これにより四半期連結財務

諸表に与える影響額はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積りについて）

　当第２四半期連結累計期間において、前連結会計年度の有価証券報告書の追加情報に記載した、新型コロナウ

イルス感染症の影響等を含む仮定及び会計上の見積りについて、重要な変更は行っておりません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

農林業用
機械

工業用
機械

その他の
機械

不動産
賃貸他

計

売上高

外部顧客への売上高 13,617 2,578 1,310 95 17,601 － 17,601

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － 146 146 △146 －

計 13,617 2,578 1,310 241 17,747 △146 17,601

セグメント利益 968 525 63 130 1,688 △792 895

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

農林業用
機械

工業用
機械

その他の
機械

不動産
賃貸他

計

売上高

一時点で移転される財又は

サービス
13,414 3,239 1,232 8 17,893 － 17,893

一定期間にわたり移転される

財又はサービス
－ － － － － － －

顧客との契約から生じる収益 13,414 3,239 1,232 8 17,893 － 17,893

その他の収益 － － － 87 87 － 87

外部顧客への売上高 13,414 3,239 1,232 95 17,980 － 17,980

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － 143 143 △143 －

計 13,414 3,239 1,232 239 18,124 △143 17,980

セグメント利益 680 575 63 139 1,458 △806 651

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年10月１日　至　2021年３月31日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用等であります。全社費用は、

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年10月１日　至　2022年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用等であります。全社費用は、

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識基準等を適用し、収益認

識に関する会計処理方法を変更したため、報告セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更してお

ります。

　当該変更により、売上高は「農林業用機械」で115百万円減少、「工業用機械」で36百万円減少、「そ

の他の機械」で１百万円減少し、セグメント利益は「農林業用機械」で４百万円減少、「工業用機械」で

０百万円減少、「その他の機械」で０百万円減少しております。
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３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　第１四半期連結会計期間に双葉商事株式会社の株式を取得し、持分法非適用関連会社から連結子会社化

したことにより、負ののれん発生益63百万円を計上しております。なお、当該負ののれん発生益は報告セ

グメントには配分しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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